
　

美
術
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
門
を
入
っ
て
斜

め
左
、
マ
メ
ザ
ク
ラ
の
木
の
奥
に
控
え
て
い

る
建
物
が
附
属
図
書
館
で
す
。
門
の
右
方
に

は
大
学
美
術
館
が
あ
る
の
で
、
藝
大
の
二
大

施
設
が
ち
ょ
う
ど
向
か
い
合
う
よ
う
に
建
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
学
美
術
館
や

奏
楽
堂
が
本
学
の
芸
術
活
動
を
代
表
す
る
と

す
れ
ば
、
大
学
と
し
て
の
「
知
」
の
面
を
象

徴
し
て
い
る
の
が
図
書
館
で
す
。

　

現
在
の
建
物
は
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）

年
に
当
時
建
築
科
の
天
野
太
郎
先
生
の
設
計

に
よ
り
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
と
し
て

は
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
を
誇
り
、
既
に
四
十
三

年
の
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

入
り
口
を
入
る
と
右
側
に
事
務
部
の
各
部

屋
が
並
び
、
奥
に
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
の
ス

ペ
ー
ス
が
見
え
ま
す
。
一
階
奥
の
壁
面
を
活

用
し
て
、
昨
年
か
ら
は
、
本
学
の
前
身
で
あ

る
東
京
音
楽
学
校
・
東
京
美
術
学
校
時
代
の

歴
史
的
な
写
真
が
パ
ネ
ル
で
展
示
さ
れ
、
手

前
の
階
段
に
は
学
長
の
揮
毫
に
な
る
書
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
階
へ
上
が
る
と
、
ま

ず
検
索
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
カ
ー
ド
が
並

ん
だ
目
録
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
振
り
返

る
と
右
に
美
術
関
係
、
左
に
音
楽
関
係
の
開

架
閲
覧
室
が
明
る
く
広
が
っ
て
い
る
の
が
見

え
ま
す
。
大
学
図
書
館
と
し
て
は
必
ず
し
も

充
分
な
開
架
ス
ペ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

美
術
・
音
楽
・
一
般
の
参
考
図
書
、
和
書
な

ど
の
基
本
図
書
、
新
着
雑
誌
な
ど
が
ぎ
っ
し

り
と
並
び
、
い
つ
も
遅
く
ま
で
、
熱
心
な
学

生
諸
君
や
教
員
が
調
べ
も
の
や
学
習
・
研
究

に
励
ん
で
い
ま
す
。
開
か
れ
た
図
書
館
を
目

指
し
て
い
る
の
で
、
学
外
の
一
般
の
方
も
閲

覧
だ
け
は
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
閲
覧
・

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
の
横
を
奥
に
進

む
と
、
視
聴
覚
室
と
グ
ル
ー
プ
演
習
室
が
あ

り
、
図
書
館
所
蔵
の
音
源
や
映
像
、
禁
帯
出

の
資
料
が
、
個
人
や
授
業
で
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
空
間
と
は
別
に
、
一
階
か
ら
五
階

ま
で
書
庫
が
あ
り
、
教
員
や
大
学
院
生
な
ら

中
に
入
っ
て
直
に
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
所
蔵
資
料
は
四
十
九
万
点
に
及
び
、

通
常
の
図
書
や
雑
誌
ば
か
り
で
は
な
く
、
美

術
図
録
や
楽
譜
、
録
音
・
映
像
資
料
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
も
積
極
的
に
収
集
さ
れ

て
い
ま
す
。
美
術
・
音
楽
関
係
の
資
料
は
国

－上野の杜のキャンパスガイド－

第9回★附属図書館

歴史ゆかしい「上野」という場所に校地を構え、

明治以来の伝統を誇る藝大の隠れた「名所」を

毎回テーマを変えて紹介する。

美
術
・
音
楽
関
係
の
資
料
の
宝
庫

土
田
英
三
郎

附属図書館正面外観

附属図書館側面外観。手前の銅像は高村光雲1階エントランスホール

上：薬師寺東塔の水煙のレプリカ。
後ろに飾られているのは宮田学長の
揮毫した書
下：雲岡石窟の菩薩頭部のレプリカ
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絵画棟

彫刻棟

金工棟

総合工房棟
C棟

総合工房棟
B棟 総合工房棟

A棟

大学美術館
（旧館）

●附属図書館
陳列館

藝大
アートプラザ

上野高校

上野動物園

中央棟

大学美術館

N

正木記念館

開架閲覧室

立
大
学
で
は
最
多
の
蔵
書
を
誇
っ
て
お
り
、

芸
術
資
料
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
中
枢
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

書
庫
の
四
、
五
階
に
は
貴
重
資
料
が
保
管

さ
れ
、
美
術
・
音
楽
の
和
古
書
や
西
洋
古
刊

本
、
作
曲
家
の
自
筆
楽
譜
、
音
楽
教
育
の
黎

明
期
の
資
料
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
本

学
の
一
二
〇
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
は
、
そ

の
ま
ま
日
本
に
お
け
る
芸
術
教
育
・
芸
術
活

動
の
枢
要
な
部
分
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、
図

書
館
に
は
そ
の
歴
史
を
物
語
る
よ
う
な
貴
重

な
歴
史
的
資
料
も
豊
富
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
に
は
、

こ
れ
ら
の
資
料
を
活
用
し
て
、
貴
重
資
料
展

「
藝
大
を
い
ろ
ど
っ
た
人
々
」
が
催
さ
れ
ま

し
た
。

（
つ
ち
だ
・
え
い
ざ
ぶ
ろ
う
／
附
属
図
書
館

長
、
音
楽
学
部
教
授
）

1階から5階にまでおよぶ書庫。所蔵資料は約49万点
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